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DuMA ニュースレター                                 2019年 12月 16日 

北海道北部で震度５弱を初観測 

  １２月１２日、北海道宗谷地方で初めて震度５弱を観測する地震が発生し話題となりました。 

 
 “震度”というものは地震計（震度計）がその場所に無ければ計測されません。実は 1995 年頃までは、

震度は気象庁職員が体感で決定していました。従って、近くに有人の気象台が無ければ震度は測定

（発表）できなかったのです。その後、１９９５年の阪神大震災をきっかけに計測震度計というものが開発

され、その後震度が発表できる点が飛躍的に増える事となりました。 

 

 次の図は気象庁震度データベース(http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/)から作成した

図ですが、右側が 2018 年の大阪北部地震の時の震度分布です。大阪で初めて震度６弱を記録したと

いう事でも話題となりましたが、実はそれは正確では無いのです。１９９５年の阪神大震災時にも同定度

の“揺れ”を観測していたはずなのですが、当時は震度計がこれだけしか存在していなかったのです

（左側の図）。つまり現在の日本は“震度インフレ”という状況で、昔より大きな震度が簡単に観測されや

すくなっているのです。 
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北海道北部からサハリンにかけての地震活動 

 今回、震度５弱が北海道北部で観測された訳ですが、北海道の西方には、北アメリカプレートとユーラ

シアプレートの境界（図中の点線）が存在しており、歴史的にもマグニチュード７後半という大きな地震が

南北に並んで発生していた事が知られています。 

 

 １２月１２日の地震は規模も比較的小さく、上の図の左上にお示しした１２月２日配信のニュースレター

でお知らせした北海道北部からサハリンにかけての静穏化異常の一貫をなす地震と考えられ、その静

穏化面積の大きさから、今後さらに大きな地震活動が続く可能性が示唆されます。 

 

北関東の地震活動の続報 

 １２月３日、４日に関東地方で震度４を観測す

る地震が続けて発生しました。この中では、１２

月９日のニュースレターで、茨城県北部の活動

に我々は注目しているとお伝えしましたが、最

新のデータを用いた解析では、B 地点の活動

は収束、A地点はまだ収束しておらず、もう少し

注意が必要に思えます。 

 それに対して C 地点ではまだ前兆的とも考え

られる地震活動が続いている事がわかりました。

C地点はまだ気を抜けないと思っています。 
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東北地方海域の地下天気図® 

 １１月１１日付けのニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニ

チュード７クラスの地震に特化した解析です。次に示します地下天気図は１２月１3 日時点の M タイプ

（左側）と L タイプ（右側）です。前回での解析では岩手県の異常がほぼ消失したと述べましたが、今月

の解析で関東地方北部だけでなく、再び岩手県陸域およびその沖合、宮城県沖で静穏化が観測され

ている事がわかりました。 

 

 

 

またこれまでは異常がどこに出現しているのか、どのような異常でいつごろまで警戒すればいいのかに

ついて、本文を熟読しないと分からない状態でした。この状態を改善するため、まずは文章ですが、ダッ

シュボードを作成し、現状を理解しやすくする試みを開始しました。次のページにダッシュボードを掲載

させて頂きます。 

今後地図上での表現や、より分かりやすい表現に逐次改善していきたいと考えております。 

 ちなみに警戒度の High, Medium とは、その異常の形状や面積、継続時間等を勘案した、過去の経

験則に基づく主観的な判断である事を申し添えます。 
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